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１．事業の概要

埼玉県

吉川市

野田市

起点 ：野田市山崎交差点

終点 ：南部工業団地入口交差点

延長 ： Ｌ=0.7㎞

幅員 ： W=25～39m

道路規格 ： 第4種第1級

設計速度 ： 60㎞/h

全体事業費 ： 82億円

のだし やまざき

なんぶ こうぎょうだんち いりぐち

今上木野崎線の位置

凡例

事業区間

供用済区間

高規格幹線道路

一般国道

主要地方道

一般県道

事業区間
L=0.7ｋｍ

東西方向の
ネットワーク強化

・東葛飾北部地域の東西方向のネットワーク強化、踏切による交通渋滞の解消

計画横断図

事業箇所



東武野田線
梅郷駅

南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）
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凡例

事業区間
供用済区間
国道
市道
市道1260号線

２．事業の進捗状況
事業進捗率
２７．１％(事業費ﾍﾞｰｽ)

用地進捗率
６７．２％(面積ﾍﾞｰｽ)
【令和２年度末予定】

平成24年度 事業着手

平成25年度～ 用地買収

令和7年度 事業完了予定

②線路側から国道16号側を望む

撮影日：2020.08.25

①山崎交差点から国道16号側を望む

撮影日：2020.08.25
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２．事業の進捗状況
○事業期間の延伸

延伸理由

用地内の物件は、賃貸共同住宅が多く、多数の権利者との交渉を行ってきたが、
その交渉に不測の時間を要したため。

＜参考＞用地進捗状況（令和２年度末予定） 面積ベース：６７．２％

H24                             H30    R2 R7

平成28年度
事業再評価時
工期：H24～H30

令和2年度
事業再評価時
工期：H24～R7

R2現在

7年

R7

対策

残る用地交渉を進め、期限内に事業が完了できるように、土地収用制度の活用も
視野に入れ、工程管理を行っていく。



東武野田線
梅郷駅

南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

踏切名：
野田線第179号

（56,624台時/日）

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）
【自動車ボトルネック踏切】
踏切自動車交通遮断量（1日交通量×踏切遮断時間）が
5万台時/日以上の踏切

（１）渋滞の状況

３．社会経済情勢
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市道1260号線・市道山崎
野田線・今上木野崎線で
クランクを形成

道路形状

市道山崎野田線の
右折車線が短い

国道16号から玉葉橋までを結ぶ現道の交差点では、道路形状がクランクを形成し
円滑な交通の阻害となっており、市道1260号線は、渋滞が発生しており、混雑度が1.28である。
また、踏切交通遮断量が56,624台時/日で、ボトルネック踏切となっている。

②

④

③

①

出典：踏切安全通行カルテ（H28公表）

凡例

事業区間
供用済区間
国道
市道
市道1260号線
ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切

混雑度：交通容量に対する交通量の比
混雑度＝ 交通量（台/１２ｈ）

交通容量（台/１２ｈ）



東武野田線
梅郷駅

南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）

（２）交通事故の状況

３．社会経済情勢
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事業区間の周辺の市道1260号線では、H27年度～R元年度の5ヵ年で計11件の交通事故が発生し
ており、うち追突事故が6件と約5割を占めている。

凡例

事業区間
供用済区間
国道
市道
市道1260号線

追突
出合頭衝突
接触
人対車両出典：野田警察提供データ

（H27年度～R元年度）



社
会
的
割
引
率

■費用および便益算定の前提
基準年次 ：令和２年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

道路整備に
要する事業費

道路維持管理
に要する費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）
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費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ

平成３０年２月
国土交通省

道路局、都市局

デ
フ
レ
ー
タ

（１）費用便益比の算定

４．事業の投資効果
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（２）便益の算定方法

４．事業の投資効果

交通流の推計

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

事故減少便益

＝道路整備無の走行経費 － 道路整備有の走行経費

＝道路整備無の走行時間の価値 － 道路整備有の走行時間の価値

＝道路整備無の交通事故損失額 － 道路整備有の交通事故損失額

総便益（Ｂ）

道路整備の有無によるそれぞれの交通量、走行速度等を推計

DO DO

整備無（without） 整備有（with）

（without） （with）

（without） （with）

（without） （with）
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今回再評価（Ｒ２） （参考）前回再評価（Ｈ２８） 備考

費用便益マニュアル 平成３０年２月版 平成２０年１１月版 費用便益マニュアルの更新

対象延長 ０．７ｋｍ ０．７ｋｍ

基準年次 令和２年度 平成２８年度

供用予定年次 令和７年度 平成３０年度 用地取得の遅延

分析対象期間 供用後５０年 供用後５０年

基礎データ
平成２２年度

道路交通センサス
平成１７年度

道路交通センサス
基礎データの更新

R12推計交通量 ３４０（百台／日） ３６３（百台／日） 基礎データの更新

総便益（Ｂ） １５２億円 １６３億円

総費用（Ｃ） ６８億円 ７７億円

Ｂ／Ｃ ２．３ ２．１

B/Cの
比較

今回再評価（Ｒ２） （参考）前回再評価（H２８） 備考

事業費 ８２ ８２

事業費
の比較

４．事業の投資効果
（３）費用便益比の算定結果



【事業全体】

【残事業】

基準年：令和２年度

注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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（４）費用便益比

４．事業の投資効果

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

１３２億円 １６億円 ４．２億円 １５２億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

２．３
６７億円 ０．６億円 ６８億円

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

１３２億円 １６億円 ４．２億円 １５２億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

３．２
４７億円 ０．６億円 ４７億円



東武野田線
梅郷駅

南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

踏切名：
野田線第179号

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）
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（５）-１ 整備効果（走行時間短縮便益・走行経費減少便益）

４．事業の投資効果

事業区間整備により、野田市山崎交差点から南部工業団地入口交差点までの走行時間が約11分
短縮する。また、市道1260号線では現況の交通量11,556台/日（混雑度1.28）が60％（約6,900台/
日）減少し、整備後は約4,700台/日（混雑度0.52）となり、渋滞緩和が期待される。

約11分短縮
（-65％）

現 況：所要時間調査結果（H23.10）
整備後：推計に基づく所要時間と整備前所要時間を基に算出

凡例

事業区間
供用済区間
国道
市道
市道1260号線
ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切

①

混雑度：交通容量に対する交通量の比
混雑度＝ 交通量（台/１２ｈ）

交通容量（台/１２ｈ）



東武野田線
梅郷駅

南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

踏切名：
野田線第179号

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）
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（５）-２ 整備効果（交通事故減少便益）

４．事業の投資効果

市道1260号線の交通が事業区間に転換することにより、交通の円滑化が図られ、交通事故減少に
よる安全性向上が期待される。

市道1260号線の交通が
事業区間へ転換

↓
交通の分散により
安全性が向上

凡例

事業区間
供用済区間
国道
市道
市道1260号線
ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切



東武野田線
梅郷駅

南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

踏切名：
野田線第179号

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）
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交通量の改善により、踏切遮断交通量が約22,900台時/日となるため、市道1260号線の踏切に
起因する渋滞の緩和が図られる。また、現況の踏切交通遮断量（56,624台時/日）からは60％
（約33,800台時/日） 減少する。

（６）-１ 踏切に起因する渋滞の緩和（便益の算定に含まれていない効果）

現 況：踏切安全通行カルテ（H28公表）
整備後：交通量推計結果（R12）

凡例

事業区間
供用済区間
国道
市道
市道1260号線
ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切

４．事業の投資効果

【自動車ボトルネック踏切】
踏切自動車交通遮断量（1日交通量×踏切遮断時間）が
5万台時/日以上の踏切
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事業区間整備により、小張総合病院 （二次緊急医療機関） へのアクセス性が向上し 、現況の搬送
時間約27分が整備後は約17分となり、約10分短縮することで救命率が向上（死亡率が減少）する。

野田市

埼玉県吉川市

小張総合病院
（二次緊急医療機関）

野田市みずき地区

＜現況＞
所要時間
約27分 踏切名：

野田線第179号

＜整備後＞
所要時間
約17分

所要時間

約10分短縮

凡例

新ルート区間
現況ルート区間
ボトルネック踏切

＜道路種別等＞

＜緊急輸送路＞
１次路線
２次路線

現 況：所要時間調査結果（H23.10）
整備後：推計に基づく所要時間と整備前所要時間を基に算出

多量出血の場合の死亡率

ｷｯｺｰﾏﾝ総合病院
（二次緊急医療機関）

0

20

40

60

80

100

1 10 100

時間経過（分）

心臓停止 呼吸停止 多量出血

搬送時間
約10分短縮

救命率
約25ポイント向上

■カーラーの救命曲線による死亡率

死
亡
率
（
％
）

現況：約30%

整備後：約5%

30

（６）-２搬送時間短縮による救命率の向上（便益の算定に含まれていない効果）

４．事業の投資効果
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５．コスト縮減

コスト縮減への取り組み

新技術・ 新工法の積極的な活用を

図り、コスト縮減に努めながら、引き

続き事業を推進していく。
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６．対応方針（案）

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）⇒『２．３』

○整備効果

・交通の転換による周辺道路の渋滞緩和や移動時間短縮、交通事故の

減少が図られる

【便益の算定に含まれていない効果】

・踏切に起因する渋滞の緩和や搬送時間短縮による救命率の向上が
図られる

事業を継続し、効果の早期発現を目指す


